



























































The Relationship between Japan and China in Accounting during the Period
 






















































































































































































































































































































































































































































































































































カウンタンシ （ーJournal of Accountancy），英國の
アカウンタント（Accountant），アカウンタンツ・
ジャーナル（Accountants’Journal），又はアカウン
タンツ・マガジン（Accountants’Magazine）に該
當するものと見て差支ないであらう。支那に於ては，
會計に關する専門の良雑誌がこれ以外にも出版せら
れてゐるが，云ふまでもなく該誌は，其中の白眉で
ある。筆者は本誌が永久に，支那會計學界に，君臨
し，更に會計學界に貢献せられんことを衷心より祈
念するものである」。なお，当該雑誌の発行所は徐永
祚会計師の事務所である。
『会計雑誌』は1933年１月の創刊から，1937年の
日中戦争勃発による停刊になるまで，計８巻48期を
発行し，「国民政府時期において最も盛行した会計雑
誌のひとつである」（宋，2010）。当誌は外国の会計
事情を紹介する論文を多く掲載し，西洋の簿記・会
計思想の啓蒙や伝播に大きな役割を果たした。日本
関連のものについて，たとえば，黒澤清の「複式簿
記の発展史的考察」（『会計』第33巻第３号，1933年
９月）の翻訳が当該雑誌第３巻第１期（1934年１月）
に「複式簿記源流考」（陸善熾訳）と題して掲載，下
野直太郎著書『単複・貸借・収支簿記会計法』（森山
書店，1931年）の附録「論収支簿記法」（鐘愷訳）の
翻訳が第４巻第５期（1934年11月）に掲載された。
また，平井泰太郎氏の『ぱちおり簿記書研究』（『会
計学論叢』神戸会計学会，1920年）が，「巴舒里『計
算與記録要論』漢訳」（『会計雑誌』第６巻第４-６期，
1935年10-12月，陸善熾訳）と題しての掲載，等々
がある。
６ おわりに
本稿では，民国時期における日中会計の交流を，
中国語訳された日本人会計著書の状況や，日本人に
よる中国会計調査研究および日中会計人の交流とい
う側面からアプローチした。明治中期以降，昭和初
期までの日本の会計学界を先導した諸会計学者の著
書は民国時期の中国で翻訳出版され，尊重研究され
たのである。また，日本会計学会誌『会計』も中国
で読まれ，その中の一部の論文も中国語に翻訳され
ていた。一方では，日本側としても中国の会計に関
心を持っていた。当時『会計』誌の編集長黒澤清が
上海滞在中の有本邦造に対して中国会計教育の調査
を慫慂したことや，1927年から1941年まで『会計』
に数多くの「支那」会計関連論文が掲載されたこと
はその現れである。そして，中国の会計ジャーナル
『会計雑誌』は有本邦造と徐永祚という日中会計人の
交流によって創刊されたものである。
このように，民国時期の日中間会計学には「国境
を越えた知の交流空間」があった。この歴史的事実
はより多くの会計人に関心をもたれることが望まし
い。これは日中両国の会計研究者の重要な「現代
的」・「情況的」な問題であるように思われる。
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